
「福祉のまちづくりフォーラム２０２４」開催要項 

 

１．趣  旨 

 少子高齢化や人口減少に伴い、あらゆる分野で担い手不足が広がるなか、持続可能な地域づくりが求められ

ています。岐阜県内でも人口減少が著しい地域が広がっており、私たちが暮らしている地域を維持し、今後に

つなげていくためには、地域の特性を活かした取組が求められています。 

 本フォーラムでは、これからも自分たちの地域で暮らしていくために私たちに何ができるのかを考えるこ

とを目的として開催します。 

 

２．テ ー マ  ここで生きる、ここで暮らす ～地域共生社会の実現に向けて～ 

 

３．主  催  社会福祉法人 岐阜県社会福祉協議会 

 

４．日  時  令和６年１０月１６日（水） 

         （１２：３０ 受付開始、１３：００ 開会、１５：４０ 閉会） 

  

５．会  場  長良川国際会議場 ４階 大会議室 

         〒502-0817 岐阜市長良福光 2695-2 TEL：058-296-1200  

*岐阜バス「市内ループ線」で長良川国際会議場北口下車（徒歩 2分） 

「三田洞線 K50・K55」で長良川国際会議場前下車（徒歩 2分） 

 

６．参加対象  社協役職員、福祉に関する団体、福祉活動に関心のある方 

 

７．参加定員  ２７０名（定員になり次第締め切り） 

 

８．参 加 費  無 料 

 

９．参加申込  下記のいずれかの方法でお申し込みください。 

①市町村社協は、参加者をとりまとめ、別紙参加申込書に必要事項をご記入の上、 

         ９月２５日（火）までにお申し込みください。 

        ②個別で申し込まれる場合は、Googleフォームより、 

         お申し込みください。 

⇒【申込フォーム】https://forms.gle/FPdetFgqjPH5vapf8 

※右記 QRコードからもアクセス可能です。 

        なお、午後からの開始となりますので、昼食の斡旋はありません。 

 

１０．その他 

   ・事後アンケートを配布しますので、アンケートにご協力ください。 

   ・本フォーラムの参加申込受付を通じて取得した個人情報については、本フォーラムの運営に関する業

務以外の目的には使用しません。 

   ・「所属名」「役職名」「氏名」等を記載した『参加者名簿』を作成し、参加者へ配布いたします。 

   ・開会前（12：00～）と休憩時間（14：25～14：40）に、セルプ商品の販売を行います。 

    ぜひ、お買い求めください。 

   ・台風等の災害や不測の事態で事業を中止する場合は、本会ホームページに表示しますので、前日及び

当日に本会ホームページでご確認ください。 

 



１１．日 程   

13:00～13:05 開会 

 

   13:05～13:45 実践レポート① 

          「つながり、ささえあいみんなが参加して幸せに暮らす八木山地区」 

             八木山地区社会福祉協議会 事務局 清水 孝子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

   13:45～14:25 実践レポート② 

          「子どもの笑顔があふれる社会のために」 

             NPO法人飛騨高山わらべうたの会 理事長 岩塚 久案子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

14:25～14:40 休憩 

 

14:40～15:40 講演 

          「福祉とは 近きにありて 行うもの」 

               金城大学 人間社会科学部社会福祉学科 教授 内 慶瑞 氏 

 

 

 

 

 

 

 

   15:40        閉会 

 

１２．駐車場  別添「長良川国際会議場駐車案内」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

照会先 

岐阜県社会福祉協議会 総務企画部 

地域福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ担当（担当：小寺） 

TEL：058－201－1546 

E-mail：kodera-moe@winc.or.jp 

富山県内の市社協で制度創設期のボランティアコーディネーターとして勤務、その後

富山女子短大、近畿福祉大学を経て現在は、地域福祉・ソーシャルワークを専門分野と

して、石川県の金城大学 人間社会科学部の教授を務められています。 

「住民目線で、地域で、福祉活動を」をモットーとして、小地区福祉活動や民生委員、

ボランティア活動の実践と研究に関わられています。 

 八木山地区は高齢化 44.7％、そのうえ坂が多いまちです。このまちを安心できる 
終の棲み家とするために、2013年に住民同士でのささえあい活動を開始。 
「ささえあいの家」を拠点に、困りごとへの対応、外出時の移送、趣味や認知症茶話会
のサロン活動、野菜作り、配食、フレイル予防等、多彩な活動を展開されています。 
ささえあいの家は、このほど 10周年を迎え、活動はさらに充実し、広がりをみせてい
ます。 

高山市及び周辺地域の人々に対する子育て支援を目的に、飛騨地方に伝わる独自の 
わらべうたを発掘、伝承する活動を通して、子育てに有効的に生かしていくと共に、 
地域のつながり、世代のつながりを深め、地域社会における市民活動団体・行政・企業・
学校等が連携するための環境を作り、子ども・お母さん達の笑顔を増やしていく活動を
行っています。 


